
 
 

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：             は、交換部品を示す。 

 基準不適合発生箇所  

原動機の吸気エアダクトの材質が不適切なため、当該

ダクトがエンジンの熱により収縮し、レゾネータ（吸

気騒音防止装置）接続部の締付けが緩むことがある。

そのため、そのまま使用を続けると、走行振動等によ

りエアダクトが外れてアイドリング不安定や加速不良

となり、最悪の場合、エンストして再始動できなくな

るおそれがある。 

改善の内容 

全車両、エンジン側エアダクトおよび締付金具を対策品と交換する。 
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